
異
正
子
毒
注
李
戻
吉
詩
画
き
外
票
一
巻
元

季
違
董
蘆
書
目
季
振
宜
撰
意

李
篝
詩
歌
皿
巻
侍
集
列
詩
二
本
女
桝
題
祓

女
瑞
倦
蔵
書
目
録
金
星
霜
編

李
雪
昌
谷
集
皿
巻
察
出
郵
王
綾
’
七
満
能

錦 昌
雲 谷
蜑 崇
句 皿

I g 五 春
山 巻
篠 喜
書 磨 李
圓 李 雪
雲 凝

門 言

変
奏
蔵
書
楼
言
目
電
一
九
五
ハ
年

昌
谷
崇
回
春
畜
李
琶
凝
明
曽
益
註

異
正
子
註
李
戻
舌
集
昌
谷
集
皿
春
外
第
一
巻

述
吉
堂
蔵
書
目
鋳
耆
撲
謨
書
察
威

李
雲
款
詩
編
Ⅱ
巻
票
外
詩
一
巻
一
一
本
宋
本
影
抄

李
長
吉
読
蒙
五
巻

割
須
漢
枇
戻
舌
焦

李
震
の
祭
を
箸
録
せ
す

競
雪
槽
書
目

年
二
十
七 及

白

、

閣
珍
蔵
袖
本
畜
目
毛
表
締
龍
書
成
嘉

、
、
〃
〃
一
Ｆ
１
１

ザ

Ｓ

銭
謙
益
瞬
疎
壽
雲
注
議
雪
票
威

行 司

情
Ｌ 当 _避

一

瀬
宗
建
著
一
九
五
七
年
畜
騨
文
学
出
版
詮

一

元

抄
霞
雪
雲
鹿

叢
書
集
庸
９

文
§
鶏
昌
黎
所
知
、
以
父
各
晉
篇
、
不
肯
挙
進
士
努
太
常
協
律
郎

古
騨
文
学
出
版
社
（
鳴
野
山
嵜
書
目
の
名
で
出
た
が
謀
り
）

●

米
朗
末
清
・
初
祁
理
孫
摂

一一
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李篝錦懸垂票
Ａ

誰

記

・

斜

ｖ

独

吟

連

歌

蜀

弓

応

函

．

塚
本
邦
雄
氏
は
李
窒
の
詩
的
理
解
に
お
い
て
人
に
券
ら
め
こ
と
乏
自
舅
す
る
詩
人
で
一
八
七
五
茸
の
年
豊
状
に

乙
卯
上
赤
金
星
大
渓
水
元
宿
昧
爽
の
十
三
字
を
句
の
上
に
据
え
尺
独
吟
連
歌
量
記
し
、
各
句
⑦
擬
作
者
名
乏
王
壷

亭
‘
銀
箭
子
紅
花
人
・
碑
霜
齋
、
燭
籠
館
・
両
行
亭
・
飛
閣
子
珠
棺
人
・
金
鳳
齋
・
剰
衣
館
・
長
眉
亭
・
議

月
子
箸
環
人
と
丘
プ
庁
促
”
さ
す
が
才
人
の
悪
逆
。
あ
い
に
く
事
情
あ
っ
て
わ
た
は
年
雪
乏
欠
礼
し
た
ゞ
氏

の
千
分
の
一
ぐ
今
い
⑦
自
重
を
い
た
け
る
よ
、
フ
に
巧
〃
た
い
も
の
だ
〃
理
露
も
珠
露
℃
進
ま
ぬ
つ
ち
に
白
讐
皇

畠
台
票
一
本
（
但
Ｌ
、
李
舅
⑦
震
か
否
か
ば
不
明
）

亮
氏
壼
文
堂
書
目
〔
明
〕
晁
噸
一
九
五
亡
年
古
騨
文
学
出
版
社

李
長
舌
篤

の
千
分
の
一
ぐ
ら
い
（

星
-
頑
愚
葵
ウ
ベ
し
．

八

籍

記

・

お

ｖ

戻

爪

郎

一

含

み

盛

一
八
七
皿
年
三
月
二
子
日
、
蕾
式
栽
『
松
宮
詩
』
二
九
二
七
）
々
う
八
長
爪
鄭
僑
苦
作
詩
・
に
肝
一
哩
出
芯
非

直
（
以
嘔
匝
要
王
）
張
船
山
与
鋳
減
水
．
伽
箏
従
今
再
語
義
（
晨
喜
羨
問
陶
箭
位
之
詩
）
Ｖ
へ
患
亡
反
李
懐
星
鬘

詩
囮
當
中
葬
三
旦
王
同
じ
皿
月
ハ
日
八
棲
威
白
玉
接
文
章
．
召
我
兎
才
長
爪
部
、
手
勧
栂
禰
桟
小
照
・
旧

情
如
琴
隔
寒
杳
Ｖ
（
永
冨
褥
紘
『
春
及
臺
詩
簑
』
実
中
西
獄
浦
）
を
写
し
て
い
ろ
．
李
壊
星
弛
中
西
私
預
他
未
知

の
人
だ
び
烏
何
と
し
Ｖ
い
よ
う
は
厭
い
が
．
作
者
一
卜
つ
い
了
い
え
ば
．
同
じ
戻
爪
部
の
文
字
で
北
壽
氏
⑦
ぼ
う
が

お
ざ
ま
フ
了
い
言
．
し
か
し
、
い
す
祁
一
卜
し
て
礼
・
と
巧
ら
Ｌ
李
筥
を
引
壹
合
い
に
出
さ
毎
い
ぼ
う
か
よ
か
ぅ
た
．

-、

壁

●
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李
肇
臺
補
井
鬘
壹
掌
毫
篶
凱
昊
零
篇
薑
毒
。
篝
薑
劉
懐
薑
臼
：
展
琴

琶
宿
将
旧
勲
少
等
太
祖
此
宥
悪
方
伯
-
年
位
高
下
〃
或
嘉
先
輩
フ
而
薦
誠
君
側
』
云
云
。
乃
知
先
輩
之
穂
〃
南
朝

〃
来
有
案

齊
高
祖
弱
隠
士
朗
憎
紹
竹
根
皿
竜
〆
蒸
武
帝
鴎
囲
明
大
子
木
肇
如
意
＠
石
李
倫
、
王
敦
昌
執
欽
捌
意
，
三
者
以
竹

木鉄鳥之〃善蔬杖也・堅日義宿帰云『加童耆古之爪杖迄或骨角竹木創作人手指爪〃柄可長鮒

一衰計。或脊有毒手所不到／用以權柧，姻人之富圏然釈流以文殊亦執之〃童欲掻澤耶？・篭議僧２

筒執之ノ私説節女祝辞子柄〃以煽忽忘。手執目對，加入之童ノ凡両竜耳。

三汽計・或脊有毒〃

筒
執
之
〃
私
説
節
女
翠

失
窒
之
稜
零
二

崖
蕉
符
有
億
毒
蛾
．
峨
字
見
史
誕
斉
悼
簿
王
伝
：
『
王
大
盾
有
愛
鞍
／
日
膨
成
君
〃
修
成
君
有
共
，
各
餓
筐
媛
藻

項
帝
〃
乳
母
宋
餓
．
又
史
記
外
戚
世
家
←
・
『
武
帝
崎
幸
夫
人
手
礎
好
、
邪
夫
人
ノ
衆
人
調
之
姪
雄
窒

端洲石，崖世已知名。許潭歳暮自重江至新興詩云・〃『洞丁多翻石〃雷堂半淘金。』自注云．、『端州

敷
石
噌
琴
雲
青
花
禁
石
硯
歌
云
：
『
端
州
匠
者
巧
加
神
澤
抑
公
権
諒
硯
亦
云
・
・
『
端
嘉
石
婁
硯
，
至
妙
也
墜

巻
十
五
に
も
「
端
州
石
」
の
茶
が
あ
る
が
、
内
容
は
大
同
小
異
で
あ
る
。

巻
十
五
に
も
塁

掌
称
蛾
巻
｝
一

茶
脱
鳥
臂
飾

如
意
逢
堯

端 八
渓 籍
硯 記

つ

託
ｖ
能
改
斎
漫
鎌
壺

返
一

鷲
三

_野
一

一一一

一）『皿・罪・一←。
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察
篤
西
清
詩
話
韻
：
司
李
太
白
詩
有
誤
少
云
「
山
陰
道
士
加
相
訪
〆
為
写
黄
庭
博
白
鵡
」
／
逸
少
釧
写
乃
道
健
経
唇

余
按
，
太
白
黒
有
潔
古
王
台
軍
詩
云
：
『
山
陰
遇
姻
客
，
雲
此
好
鯛
賓
。
掃
素
写
遁
経
，
筆
精
妙
入
神
。
書
躍
篭

鑪
去
，
何
雷
馴
主
人
畦
檬
吐
詩
〃
副
太
白
未
嘗
誤
用
。
何
耶
？
、
波
α
本
伝
：
『
逸
少
間
山
陰
道
士
好
養
縞
〃
往
観

馬
陛
非
山
陰
道
士
訪
陸
少
也
。
前
詩
不
将
誤
使
黄
庭
事
〃
嘗
疑
以
鶏
世
俗
子
所
増
。
至
悔
聖
前
和
宋
諌
議
鵡
詩
亦

云
：
『
不
同
王
逸
少
〃
辛
苦
写
黄
廷
』
山
谷
詩
三
・
『
頗
似
山
陰
写
道
経
夕
雛
与
群
鵡
不
当
価
」
副
知
黄
・
庭
之
誤

脳
美
．
第
以
達
垂

践
臘
両
字
不
同
．

一室・・『
尤
分
頭

樹 劉 三
青 鐡 鋪
葱 晴 涛
= 唇 図≦ 嘉 云
指 誰 ：
此 韻 言。：甘
後 司 宗
左 雲 宮
思 陽 有
識 県 槐
之 界 ,， 多 根
已 漢 幹
失 灘 盤・宮時
三 故 ，
報，光＝
篇 ′ 三
図 有 百
以 似 年
為 槐 物
槐 而 也
乏 葉 ・
根 細 即
幹 ’ 場， 土 雄
副 人 顛
又 謂 所
甚 之 謂
美玉一可・樹王
喧 樹
楊 青
子 迄
雲 一
甘 言
集 哩
賦 余
云 按
＝ ３ シ

玉 蕾

肇
謹
氏
繕
説
：
『
女
宗
問
宰
臣
：
「
乗
脱
是
何
物
，
．
」
宰
臣
未
荊
〃
上
三
・
「
真
菫
言
疑
肥
育
金
条
脱
爲
臂
鎌

即
金
釧
也
ピ
ヌ
「
真
美
零
緑
華
贈
季
権
金
玉
条
脱
量
枚
橦
余
按
／
闇
処
風
土
記
曰
・
『
仲
夏
造
邑
索
蟹
蕾
″

ヌ
有
条
建
等
織
組
雑
物
，
以
相
麗
禮
邑
害
徐
竪
群
初
学
部
ノ
引
古
詩
云
・
『
続
臂
双
条
達
哩
然
副
条
建
之
烏
釧
〃

脳
美
、
第
以
違
為
脱
ノ
不
知
又
何
謂
也
．
徐
堅
鮒
引
古
詩
，
乃
後
蕩
繁
欽
定
慣
塞
再
『
向
以
致
契
閲
，
綾
腕
双

、

、

、

、

、

、

『

〆

い

一

ｔ

、

、

、

事か今引ま．条脱は跳脱に芯うている・

壷
氏
雑
説
の
議
事
を
王
蒔
注
口
琶
詩
繋

二
の誇

蔓
博
鶴
考
三

玉
樹
雰
三

蕾
金
言
塞
三

｡
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祭
宥
籔
穐
云
：
『
洞
庭
之
山
〃
帝
之
一
一
江
昌
之
。
郭
瑛
云
・
・
「
天
帝
之
迂
〃
拠
江
爲
神
〆
即
列
仙
伝
所
謂
江
淫
一

堂
也
哩
劉
向
列
堂
伝
，
。
「
帝
実
之
二
丈
〃
長
日
蛾
皇
〃
次
日
迂
笑
〃
尭
以
襄
舜
千
鶴
瓶
。
舜
既
為
天
子
，
餓
墓
嘉

后
〃
堂
芙
嘉
妃
。
舜
死
千
蒼
梧
〃
二
妃
死
孑
江
湘
之
悶
／
俗
謂
之
湘
君
哩
湘
中
罰
日
：
「
嶺
一
定
ノ
死
誇
湘
水
補

故
日
湘
腿
嗜
韓
愈
濤
陵
廟
碑
冒
「
秦
博
対
鐙
皇
帝
云
〃
湘
君
者
〃
堯
之
二
蛍
，
猛
妃
者
也
。
劉
向
、
鄭
康
域
、

亦
筐
以
一
通
為
湘
言
而
雛
麗
兀
歌
〃
既
貧
湘
君
〃
ヌ
有
湘
夫
人
。
王
逸
脚
爲
湘
君
者
／
自
其
水
神
・
〃
両
室
湘
夫

人
乃
二
妃
。
叢
與
逸
倶
失
也
。
奏
之
長
女
峨
皇
〃
烏
構
正
妃
〃
故
冒
君
。
其
次
堂
堂
笑
″
自
宜
降
日
夫
人
迄
Ｐ
故

九
歌
謡
餓
皇
蕎
言
〆
其
英
馬
帝
子
／
各
以
冥
盛
者
推
言
之
也
．
礼
有
小
君
〃
頭
其
正
〃
芭
得
称
君
也
哩
』
刎
上
笛

呉
鉤
逢
三

沈
存
中
華
談
謂
：

伝
冒
：
『
懲
閣
既

而
有
人
實
王
之
重

？
左
太
沖
冥
都
鰄

憲
杯
酒
間
参
白
刃

輔
豐
剣
〃
竜
氣
逐

鰯送王相公云・，

湖
言
湘
夫
人

前
蕊
以
荊
公
論
．
．
『
功
謝
請
規
謹
藻
第
，
思
従
洩
媚
詫
蕪
台
遵
以
台
字
誇
宍

之
』
然
害
時
李
太
白
話
一
言
・
『
何
人
謡
察
蓄
金
台
』
〃
荊
公
誌
本
此
。

：
『
害
箭
多
有
吉
呉

既
宝
雲
耶
之
創
・
債

重
喜
也
。
穀
其
二
子

鰄
云
：
『
呉
鉤
越
練

刃
薄
泪
仇
喧
社
南
後

逐
呉
鉤
踏
李
矛
寄
楊

：
『
結
束
侃
呉
鋳
澤

餐堅五

_垂
一 一

鈎
者
〃
刀
各
也
．
刀
響
。
今
南
窪
謂
之
曹
党
刀
哩
予
按
夕
呉
越
舂
駄
閏
閣
内

命
千
国
中
作
金
鉤
〃
今
日
：
『
能
鶏
髻
鈎
者
〃
嘗
之
百
金
筐
呉
作
鉤
者
甚
麦

″
臥
血
箪
金
／
達
成
二
鉤
，
献
干
闘
閲
・
』
呉
詞
嫡
子
此
〃
豈
存
中
偶
憲
之
耶
ｊ

〃
純
鉤
湛
農
陛
餉
照
結
客
少
弄
場
云
・
『
蕊
馬
金
箱
頭
〃
錦
帯
侃
呉
鉤
。
失
７・５

出
塞
云
『
少
年
馴
有
贈
〃
含
笑
看
呉
鈎
塵
ヌ
還
劉
十
券
判
官
云
、
「
経
過
７

潜
云
．
，
司
腰
原
呉
鉤
憧
飛
潤
墜
曹
唐
雷
劃
亦
毒
『
將
軍
溢
価
官
呉
鉤
竺
篝
Ｉ

◎

琴●

史
記
云

司

為
隠
改
築
宮
而
師
事
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ろ
方
法
が
知
ら
脚
ろ
こ
と
・
な
ど
仁
よ
う
て
重
要
尿
作
品
で
混
る
。
亭
文
脚
つ
ぎ
の
通
り
。

蕊
府
教
篭
．
余
嘗
考
之
〃
苦
叙
篇
以
郭
奏
壬
逸
為
失
者
〃
墓
当
然
山
海
餐
列
仙
属
湘
中
詫
韓
建
碑
亦

未
為
得
。
接
礼
捜
弓
白
・
『
舜
葬
干
蒼
梧
之
野
ノ
蓋
一
通
未
之
従
憧
践
叔
顕
威
注
冒
『
帝
篭
立
四
妃
／
象
后
熊

皿
星
．
真
一
明
者
馬
正
嬉
餘
二
示
者
矯
釈
肥
-
帝
奏
因
焉
。
至
舜
不
告
而
婆
ノ
不
立
正
妃
〃
但
三
妃
而
，
謂
之

三
一
夫
人
。
灘
議
前
歌
湘
夫
人
〃
舜
妃
也
。
震
后
氏
増
堅
言
三
而
芯
合
士
一
人
。
春
秋
説
云
・
・
天
子
雲
土
一
。

即
更
制
幽
嗜
凡
豪
威
之
論
ノ
本
取
帝
王
世
紀
耳
。
世
紀
二
・
『
長
妃
蛾
皇
無
子
。
双
妃
辻
実
生
商
均
．
次
妃
署
比

生
一
麦
〃
寶
朗
、
燭
売
是
也
筐
乃
知
豪
威
財
注
為
有
換
依
．
又
按
泰
紀
云
『
死
而
葬
焉
墜
今
王
逢
乃
以
嘉
溺
死
〃

益
非
美
．
諾
人
筈
以
篝
二
女
ノ
当
以
捕
弓
、
世
掘
有
三
鮠
為
正
。

文
人
淀
亜
之
、
元

利
歌
一
解
以
帯
之

文人の沈亜ｚは．

沈
亜
之
乏
送
ろ
歌

元和七年》、
元
和
七
年
蕾
学
の
試
験
に
合
格
Ｌ
な
か
フ
辰
の
で
．
呉
江
一
卜
帰
ろ
こ
と
に
な
っ
涙
。

姿

以
書
不
中
第
、
返
婦
干
昊
江
、
吾
悲
其
行
・
無
鐘
酒
川
努
、
又
威
死
之
勤
韻

一傘

一一弓吻・ひ。』滴。
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街
り
、
進
士
科
が
出
世
コ
ー
ス

け
た
の
何
朋
書
だ
う
辰
ら
し
い

乏
誤
フ
た
の
か
は
確
定
し
卜

（
拙
稿
「
潟
小
燐
」
参
照
）

吾
悪
の
．
舌
」
何
宋
蜀
士

め．
文
人
の
「
文
」
途
宋
蜀
本
で
は
「
丈
」
と
読
め
る
よ
う
な
書
き
方
量
し
て
い
ろ
。
丈
人
と
ロ
、
祖
父
・
妻
の
父

な
ど
乏
よ
ぶ
称
だ
が
、
そ
れ
は
た
ぶ
ん
当
る
ま
い
。
妻
の
父
の
排
行
の
人
乏
も
文
人
と
よ
び
う
る
な
ら
・
子
の
童

球
で
沈
亜
之
乏
文
人
と
い
っ
た
可
能
性
は
勗
ろ
。
し
か
し
宮
本
は
じ
め
姑
の
水
は
殿
な
「
文
人
」
と
す
る
．

；

元
麺
上
穿
、
壬
辰
（
ハ
ニ
ニ
で
・
賀
ロ
・
わ
涙
し
⑦
と
〃
了
釆
匠
読
で
い
う
と
二
十
二
鐵
奉
礼
郎
に
仕
官
ｌも

Ｌ
た
次
⑦
耳
で
、
長
妥
の
崇
義
里
に
住
ん
で
い
夜
は
γ
で
あ
る
。
７く

沈
壷
之
何
・
字
は
下
唇
。
呉
稗
、
す
力
わ
巧
今
の
航
江
省
太
湖
畔
の
呉
喫
の
人
で
齋
藤
注
は
何
仁
抑
句
た
⑦

か
知
ら
な
い
〃
、
そ
の
生
年
を
ヒ
ハ
一
年
と
し
-
卒
年
逢
△
一
三
年
か
と
握
定
了
ろ
予
桝
な
ら
蘆
ぶ
り
十
識
年

長で赤石。『逼騨』に主洞ば喜代の文官試験の科目に、秀才・明経・進士朗法・明書・朋算が〃

弱り、進士科が出世コースで人気があ？左登之は元和十箕に進士〆及弄している奇七年に受２

同
じ
太
湖
鵬
で
心
江
蘇
省
仁
呉
江
と
い
、
つ
ま
巧
が
あ
る
．
序
中
に
い
う
「
呉
江
」
が
そ
杓
乏
ざ
す
⑦
ひ
「
呉
醤

誤
フ
た
の
か
は
確
定
し
よ
う
が
万
い
が
、
死
蔵
何
呉
艶
の
各
族
で
、
呉
騨
に
も
呉
江
に
も
苧
の
族
人
が
住
ん
嵐

わ
た
し
何
莞
の
旅
芝
窯
し
く
お
も
っ
た
が
→
ね
ギ
、
ら
ぅ
銭
も
酒
も
な
い
。
ま
た
沈
君
が
ね
ん
ご
弓
に
請
う
⑦
｜

Ｋ
感
動
し
・
詩
の
二
郎
董
歌
っ
可
ね
ぎ
ら
う
定

何
宋
蜀
本
等
に
は
疎
い
．

_ 野
-

｡

努
之
⑦
「
第
」
壬
注
は
「
透
」
と
し
修
辞
と
Ｌ
了
は
勝
る
か
し
し
恥

《雫一
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一
露
に
つ
い
了
鈴
木
注
ロ
ハ
普
通
に
、
請
漂
の
一

端
〃
⑦
割
分
一
解
蓬
歌
う
た
も
の
か
と
察
す
る
。

弓う．Ｖとい、フ。

冥
冥
才
人
怨
春
風

挑
花
茄
緬
千
里
鉦

篝
鋳
竹
勘
檗
馬
小

蒙
住
鍔
嬉
崇
復
東

白
讓
交
穿
籟
書
笈

短
集
齊
獄
如
梵
爽

嬢
光
寶
鶴
獄
害
卿

逢
奮
蟇
波
乗
一
票

舂
卿
拾
減
白
日
下

簿
置
篝
金
解
龍
馬

攪
笈
婦
江
室
入
門

努
努
誰
畏
噛
君
者

吾
闇
は
夫
菫
沁
骨

古
人
三
走
黛
権
梓

￥Ｌ人

呉
騨
の
才
人
弼
君
に
鯉
め
し
い
春
風

枡
の
花
ま
ち
に
濁
巧
千
里
奇
姜
姜
で
懇
湾

票
の
手
綱
ｐ
と
う
及
び
竹
の
む
ち
械
桝
馬
小
ざ
く

家
は
箇
轌
東
⑦
そ
う
だ
ず
フ
と
索
だ

白
Ｖ
藤
で
鋪
リ
あ
け
涙
書
物
箱

小
型
の
本
を
梵
経
及
涙
い
に
宍
フ
弓
″
・
箒
ｚ
え

か
び
や
か
し
旧
宝
壬
と
〃
ろ
銭
石
を
試
験
官
に
堤
出
Ｌ
よ
う
と

水
煙
ろ
な
ひ
頚
こ
え
で
一
葉
の
得
で
や
っ
て
ざ
だ
の
に

試
験
官
は
白
昼
《
い
才
能
乏
選
ひ
と
ろ
の
に

壽
金
を
棄
て
て
Ｌ
ま
つ
了
龍
馬
を
進
放
し
て
Ｌ
ま
う
た

書
物
箱
た
ず
ざ
え
て
呉
江
仮
啼
り
ま
た
門
を
口
い
る
と
き

い
た
杓
ろ
ひ
と
、
諾
だ
ろ
う
君
を
髪
Ｌ
て

男
〆
と
？
て
は
土
性
骨
ご
莞
だ
い
い
ち
た
と
志

苓
う
三
や
音
の
連
中
も
三
雲
敵
淵
了
桂
け
な
か
っ
展

へ

画跨二

節
と
か
一
段
と
か
を
さ
す
・
此
詩
は
凡
￥
四
解
あ
る
、
等
の
ど

Ｖ
と
い
い
-
斎
藤
達
何
八
た
だ
薯
く
一
フ
と
吉
／
辰
も
の
了
商

華

'2-鋸一 (子も壁）
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言
｡

十
月
一
日
⑦
日
付
を
Ｙ
〉
三
房
雲
の
亭
文
に
。

軍木嘱毫蒼休抹蟄芹奮露珠虫網細金繧兎鋒長秋浪時廻沫篶識乍縞航遷煙祐緯縫阻

錬
零
綴
紅
臺
乱
種
擢
離
尾
出
限
濃
恩
賜
卿
持
一
濯
足
誰
道
比
婚
浪

の
よ
う
に
李
駕
詩
と
美
通
す
弓
謂
彙
を
池
つ
作
が
玲
勺
猟
ろ
が
-
篝
ば
か
厳
〃
お
ち
ろ
．
元
祐
丙
壼
二
○
八
さ

壷
之
の
作
品
呵
『
沈
下
雷
文
蒙
』
十
一
一
巻
（
皿
部
叢
列
）
代
よ
う
了
知
ろ
ご
と
が
で
き
ろ
。
「
粗
中
怒
」
「
異

零
誕
」
「
奏
零
記
」
の
三
女
は
八
雷
代
伝
奇
文
中
の
白
眉
Ｖ
（
毒
正
篁
）
と
ざ
打
、
こ
ん
仮
ち
で
何
千
打
の
み
で

か
例
の
名
が
記
憶
ざ
洞
ろ
煽
手
に
あ
る
が
、
他
の
諸
文
も
相
当
の
刀
臺
乏
う
か
が
わ
せ
ろ
．
詩
は
ね
ず
か
に
十
七

庇４士

公
、
護
同
亜
之
．
字
は
下
費
-
；
！
ｉ
誉
Ｔ
轄
愈
の
門
広
鯨
び
、
李
弩
は
そ
い
工
に
情
諾
逢
う
く
り
窃
窕
の
尾

，

辱

い
混
る
乏
許
せ
り
“
￥
の
後
・
社
牧
・
李
商
陰
と
地
に
沈
下
賓
仮
擬
す
る
蕾
混
り
．
則
ち
当
時
、
声
至
認
す

る
こ
と
甚
だ
盛
に
し
了
今
脹
存
す
る
砧
の
ば
既
一
卜
尽
く
ぼ
見
ず
”

請
君
待
旦
幸
長
瀞

他
日
還
錬
友
湫
律

金
庭 叡
題 漁
塊 剣
季 堅
采

亮
丘
山
舅
娘
塁

夕

漁
剣
堅
凌
蛇
似
柘
台
油
菫
何
人
値
鋳
轌
奏
簡
表
奉
餘
長
梁
柳
杳
室
欲
蕉
梅
但
道
行
雲
去

沐
州
艇
行
賦
岸
檬
前
見 ざ

易
沈
君
朝
仮
扇
フ
た
ら
薪
あ
げ
て
行
き
派
手
え勺

ぞ
Ｌ
了
手
涙
秋
に
は
受
験
広
か
え
う
て
く
る
ん
だ

_ 琴
. 一

》《
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「
李
給
事
に
与
え
士
速
麓
Ｄ
ろ
書
」
に
ハ
ペ
《
家
に
（
元
和
）
五
年
亜
之
進
士
を
列
で
入
言
Ｌ
宗
師
に
至
蚤
ｖ

と
い
う
。
同
じ
年
一
Ｌ
李
寶
時
進
士
の
試
験
を
受
け
よ
う
と
し
た
の
だ
か
ら
・
ふ
涙
〃
の
交
友
ぼ
こ
の
と
零
に
婚
ま

る
の
び
も
し
抓
め
．
「
奈
兆
⑦
試
宮
仁
与
つ
ろ
書
」
に
八
晴
仮
称
尺
入
局
り
-
壷
之
を
進
士
科
に
勉
防
し
む
・
…
：
：

去茸始めて宗師に未たり．濤士と皆示進肋・られんこと芝求めて．願する仮ハ誌を以てＬ・翁壱を；

豚離し、声仮狩いて病あり。亜之、湾，コーと未だ熟せず③而して叉文乏以了礼割Ｆ合せ語先ず馨

難蚕廿らろ。今年ま辰采だ″、熱箏Ｑ犀兆パ主迭こつ乏圏く。Ｖとい-っ《さあ丈例題一卜に八七年既

永作Ｖと荘する。この注査荘之の自注で易やま〃⑦願いものとすると．元和六年え、に八媚肋了〃ｌ

奈舜（長妥）仮采ＶＴ落第し七年春に帰郷し、同じ年の冬また来廷一とに薪ろ、すると「李絵筆．

侭与・つる害」の八五年Ｖと食い違う。あるいは八五年Ｖは獅試合格のみ妻、し八京口六耳だ蝿

尺
⑦
だ
再
つ
か
-
ま
た
亜
之
⑦
鑿
罵
閣
に
ょ
湘
阿
-
か
細
い
受
験
料
目
は
い
す
打
の
場
合
Ｌ
八
進
士
Ｖ
の
よ
っ
て
易
向
笙Ｉ

ろ
．
ざ
妾
に
「
明
書
だ
う
匠
ら
し
い
」
と
記
し
た
の
国
士
埼
可
ど
注
家
の
読
仁
よ
う
尺
の
庭
ひ
．
雪
の
い
、
フ
「
剛

書
不
中
津
」
口
あ
る
い
は
別
⑦
解
乏
入
椚
つ
る
例
ひ
し
し
椥
側
。

『
家
任
鐡
嗜
崇
復
束
」
に
つ
い
て
銭
水
性
は
八
侭
の
家
は
銭
塘
の
表
の
￥
の
ま
涙
崇
（
呉
騨
-
瑚
州
）
に
佐

屋
Ｌ
了
い
ろ
の
た
Ｖ
と
解
く
”
斎
藤
圧
は
八
鐵
嬉
杭
州
乏
も
い
い
ま
た
そ
こ
の
中
の
鋳
塔
県
乏
も
い
う
が
-

こ
こ
で
は
ぼ
ん
や
〃
荊
江
省
一
帯
蓬
Ｉ
宿
し
尺
の
で
、
正
確
下
は
承
に
湖
州
ば
銭
塘
の
北
卜
混
た
〃
、
衆
方
て

、

、

、

ｔ

”
耐
い
Ｖ
と
い
う
。
家
住
鐘
塔
向
斎
藤
荘
の
い
う
通
り
で
束
傾
蒙
厘
長
安
か
ら
乗
の
ま
た
東
と
い
っ
て
い
ろ
②

と
い
う
の
が
奏
情
で
、
秀

あ
る
こ
と
〃
閉
違
い
な
い 秀
作
の
多
く
は
早
く
敲
恢
し
だ
の
か
し
Ｌ
楓
め
，
い
ず
綱
雁
し
て
℃
か
脚
か
「
才
人
豈
・
、

⑤

葛=～
△経阜
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の
だ
．
呉
興
は
髄
図
上
て
阿
婁
姿
の
南
東
仮
当
る
が
」
交
通
の
償
か
ら
い
え
．
、
亜
之
⑦
「
溝
南
都
架
山
倉
記
」
に

い
う
よ
う
に
八
沐
水
は
（
濤
）
河
よ
り
別
舸
丁
束
．
准
に
合
し
、
潅
水
東
す
れ
ば
米
帛
の
閣
中
に
輪
す
べ
ぎ
孔

の
な
り
Ｖ
と
い
う
爵
へ
索
へ
の
水
路
一
と
と
ろ
の
が
早
道
牙
ｑ
で
あ
る
。

ざ
て
・
淳
三
句
「
察
幾
何
断
駿
馬
小
」
に
対
し
」
異
正
子
注
以
下
典
万
古
徐
行
八
青
聡
白
馬
票
鑑
霧
Ｖ
左
引
く
。

『
楽
荷
藷
票
』
巻
皿
九
に
「
責
潔
白
馬
」
と
題
す
る
次
の
ハ
曲
で
あ
る

▲
二
〃
マ
坐
虫
・
■
一
一
』
←
ｆ
０
■
苧
乃
■
。
←
ざ
Ｇ

ａ

ｏ

Ｕ

』

ロ

〃

○

Ｊ
・
が
ワ

セ
●
■

露
篤
可
憐
署
長
松
馬
乏
つ
な
い
で

篭
篤
可
憐
署
長
松
馬
乏
つ
な
い
で
か
わ
い
い
松
に

遊
叡
排
掴
玉
湖
中
瞳
び
ま
Ｌ
ｋ
勺
灰
あ
ち
こ
ぢ
五
加
量

露 霞
子｛闇
寄 湖
済 中
可 採
得 簔
盃 婦

域
忽
千
里
去
露
常

鰯
得
到
頭
還
故
櫛

青
蕊
白
毫
察
鋳
輻

可
鱗
石
橋
根
柏
梁

厨も

郷
で
篝
と
ろ
蛆
ざ
に
閾
／
ふ

運
の
ざ
杓
な
ら
わ
け
て
お
く
れ
か

斉
餉
白
馬
葦
だ
づ
なばく

か
わ
Ｖ
石
橋
根
は
柏
の
、
し戸口ｑ宮、』

！

お
ま
え
た
ぢ
ず
ぢ
千
里
の
向
う

や
が
て
放
郷
仮
｜
晩
可
で
お
い
で

軒

琴
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と
い
う
小
，
っ
一
卜
一
曲
す
う
交
代
で
葬
七

ぞ
舸
乏
男
女
で
斉
唱
す
薯
の
で
詞
巧
う

「
寶
蕊
白
馬
」
は
病
商
曲
舞
の
西
曲

人
て
舞
っ
た
が
祭
時
に
何
ハ
人
と
な
う

こ
⑦
歌
ほ
か
け
あ
い
だ
か
ら
、
か
公

琴
と
〃
堂
と
見
物
⑦
男
と
の
か
け
あ
い
歌
の
か
た
弓
で
、
葬
一
は
辻
か
ら
舅
に
い
“
と
屍
、
津
三
阿
勇
か
ら
女
へ

い
う
小
う
に
一
曲
ず
つ
交
代
で
葬
上
師
ま
で
進
愚
．
第
ハ
曲
の
第
一
句
何
勇
-
澆
二
句
原
な
の
こ
と
ば
だ
が
．

閣
君
可
憤
六
頭
車

遡
取
蕊
爽
西
紺
娘

斉
噌
可
憐
使
人
毒

昼
有
懐
歓
何
踊
忘

箸 薄
地 露
簿 白
濁 薦
多 姦
謙 鐙
掴 懲

何 闇
得 君
見 可
君 涜
復 可
西 都
帰 去

■

●

Ｕ

は
病
商
曲
舞
の
西
曲
歌
の
一
つ
茅

時
に
何
ハ
人
と
な
っ
展
と
い
、
つ
．

ひ
わ
い
あ
ん
炭
五
六
頭
立
て
で

-
畠
心

迎
え
に
来
よ
う
か
西
浦
姐
さ

、｜か
ぎ､わ
と い
毎、 白
沃 馬
ら
た

足 - て
,ぶ､が､
兵上昇ナ
し、(、̅てフ
さ て

と
並
（
歌
え
ほ
か
わ
い
や
惑
う

施
し
を
お
し
う
て
夜
昼
承
し
に

か
わ
い
あ
人
尺
か
都
へ
い
う
Ｔ

い
つ
手
に
西
に
腸
う
で
宋
や
ろ

を
、

、

、

、

、

、

、

、

か
ら
か
い
や
ひ
に
く
の
が

切
椚
疏
乏
見
せ
る
の
主
だ
．

。

っ
Ｔ
・
籍
寿
で
あ
り
、
『
古
今
無
録
』
に
ょ
渦
は
、
し
と
口
十
六

錘

そ
れ
乏
李
賀
、
と
７
了

2-４２’ (７らも）



沈
亜
之
昼
元
和
五
年
（
ご
門
何
さ
圭
仮
議
し
た
よ
う
に
問
題
が
承
Ｖ
で
は
な
い
が
）
長
径
に
来
て

様
、
進
士
の
試
験
王
受
け
ぷ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
諸
事
件
に
よ
／
て
雲
は
受
験
麦
断
念
し
た
が
、

葬
し
た
の
で
両
ろ
う
。

湖
中
乏
鍛
え
で
全
く
別
の
も
の
に
し
た
も
⑦
だ

ご
芝
も
当
策
含
王
椚
Ｔ
い
た
は
ず
で
あ
る
急

い
う
人
の
あ
ま
″
な
り
⑦
ぼ
ふ
Ｌ
キ
、
で
あ
る
。

琴
絲
柚
瀕
暁
馬
小
〆
青
蕊
白
馬
擬
隷
寝
が
投
影
し
了
い
ろ
こ
と
何
ず
て
に
荘
家
か
い
う
盾
家
住
鋳
塘
束
復

顛
や
健
日
還
韓
及
秋
律
一
卜
阿
何
得
見
君
復
西
帰
の
変
貌
が
見
、
や
胴
ろ
。
煙
毒
篝
頻
乗
一
驚
は
淀
ぶ
ん
遊
獄
俳
個
五

み
み
Ｌ
た
送
詩
床
し
一
、
い
ろ
⑦
だ

寺
』
了
し
油
し

別
の
し
の
雁
は
Ｌ
マ
い
る
か
．
．
戸
何
君
切
教
え
て
く
楓
汽
芦
青
震
白
馬
参
の
換
え
獣
だ
。
こ
ん
ど
君
が
帰

っ
て
き
た
ら
ば
人
祉
の
の
一
寶
蔑
白
馬
多
重
ラ
戻
っ
て
、
ま
た
一
杯
や
君
勺
」
と
、
し
め
〃
が
弓
玩
沈
亜
之
の
に

歪
、
ｖ
涙
ず
ら
〃
ぽ
い
明
る
さ
に
引
余
膜
せ
よ
う
と
す
る
や
さ
し
さ
孔
こ
い
７
石
ろ
．

換
え
款
一
卜
何
．
さ
ま
ざ
ま
の
效
閑
か
あ
る
．
李
震
び
蕪
狩
の
名
手
と
い
、
楓
ろ
の
は
・
そ
の
效
用
Ｋ
精
通
し
辰

二
芝
も
当
無
含
王
桝
Ｔ
い
た
は
ず
で
あ
る
。
算
の
詑
怪
を
い
う
人
、
多
い
が
、
そ
の
や
さ
し
さ
や
、
軽
み
や
、
を

雲
下
桂
花
稀

帯
鳥
譲
鐸
歸

鯛
水
素
濯
影

奏
風
帽
帯
垂

雪
ふ
り
了
木
犀
ま
籾
に

亀
う
た
洞
埼
き
つ
つ
帰
ろ

水
⑦
面
の
篭
馬
に
乗
る
影

都
の
風
に
帽
の
帯
垂
ろ

_ 薮

０

ク

…

李雲と同総

亜之は落２ (７６７）Ｉ


